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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· 広報委員会から今月の俳句募集「コスモス（秋桜）」→中居、木村、東が担当。

· 30日（水）の伝達講習「自立支援法（清水GOM）」遅番勤務以外は出席のこと。

· 日誌が9月から新しい書式に変更となる。併せて管理表・チャート表を毎日記録すること。

· 29日（火）午後聖ウルスラ学院学生の交流見学があり、通所にも数名来所予定となっている。

＜利用者様情報＞

· 高島　吉太郎様～ここ数日ふらつきが顕著に見られている。スタッフが常に傍に付き添う必要あり。

· 倉石　ヨシエ様～青風荘より申し送りあり、25日（金）に浴室での転倒があったとのこと。通所
　　　　　　　　でも足腰をさすったり痛みを言葉で伝えてこられている。引き続き、痛みの程度
　　　　　　　　確認と部位の観察が必要。

· 川口　八寿子様～昨日は咳のため、休めなかったと話している。体のだるさもあるとのこと。

＜外来情報＞

· 森田　清助様～夏バテのため週末に点滴を実施している。その後は徐々に体調回復している。

· 我満　奈津紀様～朝と夕の内服を間違えたことを報告している。婦人科で癌検診を行い、結果は
　　　　　　　　1週間後になると話している。

· 晴山　美智子様～職親で『テキパキ動いたら』『もうちょっとダイエットしたら』などと言われ、

　　　　　　　　　　仕事が向いてないのかなと考え込んでしまうと話している。「3時間は長いのかな」と時間についても話している。青明舎スタッフとの相談も解決のための方法であることをアドバイスしている。

· 高橋　百寿様～現在服薬調整中であるが、体のだるさは続いていると話す。再び服薬調整している。

＜利用規約作業の経過報告＞

　家族からの返信書類を点検し、利用契約書に割印・返送作業に入っていく。

＜プログラム検討＞

服薬に関する勉強会について

1） デイケア：グループワークで服薬に対する疑問を確認する。疑問に対してスタッフが講義やディスカッションしていく。

2） デイナイトケア：様々な生活習慣病と合わせ、薬との付き合い方について話していく。

3） ナイトケア：再発防止と合わせて、必要時に講義やディスカッションしていく。

＜うみねこ幸房利用者様対応について＞

○幸房スタッフからの情報提供

うみねこ幸房では売上から現材料費を引いた残り（利益）を給料としてメンバーに支給してきたが、現在赤字のため2ヶ月分の給料が直ぐに支払えない状況である。このことは幸房スタッフがメンバーに説明しているが、納得できず不満を話す方もいるとのこと。

○通所スタッフの関わり方

幸房利用者様から不満が出た場合にはそれを受け止めるとともに、利用の目的を共有していく必要がある。前向きな取り組みができるためのアドバイスが必要になる。

例）「通所は生活訓練や仲間作りの場。では、うみねこ幸房はどのような場所なのでしょうか？」
　　＜就労に向けての訓練の場・リハビリ、利益が給料になる・・・＞

　　「今自分たちが積み重ねている幸房での作業実績は今後にもつながっていくものだから、
頑張って続けていきませんか？」

○今後もメンバーの変化については、幸房スタッフとの情報共有を行っていく。

＜通所納涼会の反省＞

○良かった点

· 予定の時間で進行し、終了も時間内であった。

· 通所日以外のナイトケア利用者の出席もあり、時間終了まで在籍していた。楽しかったとコメント

してくれた。

· 当日の外来メンバーも早い時間の診察で、納涼会には最初から参加できていた。

· 前年はお盆の終わった週に企画されたため、若干の人数減があったが、今年はお盆の次の週に

設定した為、多くのメンバーが参加できていた。

· 今回の食事（食材）は、内容・量など栄養士と事前に検討した。当日は食事に関しての不評はなし。残食もほとんどなし。

· 安ヶ平医師からの差し入れもあり、メンバーは喜んでいた。

· 休憩時はメンバーが主体となって、カラオケを運営していた。

· スタッフ屋台の景品は生活必需品も多く、メンバーにとっては利用価値のあるものであった。

· ゲームや屋台の会場が1階と2階に分散してあることもあり、迷うメンバーも多かったが、そのつどメンバー同士やスタッフとの関わりの時間にもなっていた。（交流の場）

· デイケアメンバーの屋台では、メンバーが主体的に衣装の準備をして望んでいた。

○今後にむけて

· 椅子やシートなどの環境調整が若干必要であった。

· スイカ割りの位置は検討が必要。（1階の狭い空間で危険の無い場所選び）

· 日中からの流れを考えると、デイナイトメンバーの夕方の盆踊りは体力的にきついと考える。

· ジャグポットには『茶』と記しておくべきだった。

